
江の川土地利用一体型水防災事業
江の川では治水事業の一つとして、宅地をかさ上げすることにより、治水の安

全を確保しつつ、土地も有効活用できる「土地利用一体型水防災事業」を実施す
るなど、地元自治体と連携して事業推進し、地域の発展に寄与しています。
なお、本事業は昭和61年度に全国初めて志谷地区で開始し、30年を迎えます。

江の川流域【島根県側】
土地利用一体型水防災事業箇所（完成１３箇所、事業中１箇所）土地利用一体型水防災事業のイメージ図
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土地利用一体
型水防災事業・貴重な宅地や田畑が著しく減少。

・地域社会の存続へ悪影響。
・住環境の悪化。

★江の川では治水事業の一つとして、地域特性を考慮し宅地をかさ上げすることにより、
治水の安全を確保しつつ、土地も有効活用できる「土地利用一体型水防災事業」を取り
入れるなど、地元自治体と連携して効率的・効果的な治水対策を推進しています。

★今年度は、昭和６１年度に全国で初めて水防災事業に着手して３０年になります。
これまでに江の川（島根県）では１３箇所が完成し、現在は１箇所を整備中です。

全国初の水防災事業
【島根県江津市志谷地区】

【問合せ先】中国地方整備局 浜田河川国道事務所 河川管理課 〒697-0034 島根県浜田市相生3973  TEL：0855-22-2480

【土木の日ＰＲ展示】 【しおかぜ駅伝応援&記念ウォーキング
&ステージイベント】

～水防災事業着手３０周年記念 パネル展示～
江の川水系江の川 （島根県江津市他） 浜田河川国道事務所

水防災事業は地域の皆様のご協力はもちろん、『生まれ育った場所で安心・安全に暮らしたい』
という意志が必要です。この度、事業着手３０周年の節目の年にあたり、地域の方々に治水施設
の役割や地域の水害リスクについて再認識いただくこと、また、地域に根付いたコミュニティを活か
し、地域の防災意識を高めていただくことを目的として、パネル展示を実施しました。

国土交通省中国地方整備局


